
キ イ ツ と シ ェ ー ク ス ピ ア
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Begettersofourdeepeternaltheme!J.Keats

Keatsの よ うな詩 人はその 自己形成 の過程 において,さ まざまの事象 に

出会い,そ れ らを くぐりぬけて感得 し,さ まざまの知識 を吸収 し,ま った

くselflessに,自 己 の歴史的役割 に目覚め てい った,ひ とつ の天才 の典型

であ ろ う。そ して ここにも う一人の天才が ある。彼 にもいわゆ る 「とって

お きの 自我」なぞ とい うものがない。彼 もまたse1且essな 詩 人で ある。 こ

の天才 こそShakespeareで あ る。 キ イツは 詩 人 とい う も の は,性 格

(identity)が な くてカメ レオ ンの ごときものであ ると,お お よそ ロマ ン派

ら しからぬ ことを,書 翰のなかで言 ってい る。Byronは 「知恵 は悲 し」 と

言 ったが,こ の ことば尻 を とらえて,キ イツはさ らに 「知恵 はおろかな も

の」 と言 い直 しているが,こ のよ うな ところに もこの詩人 のse1且essな 姿

勢 をよみ とる ことがで きる。 このよ うな容観的 な芸術創造 の態度 を,キ イ

ツは シェークスピアか ら学 んだのであ った。

「千万 の心を もったシ ェークス ピア」(Myriad-mindedShakespeare)に

は,独 創 的な自我 よ りは,他 の もののなかに入 り込み,そ こに 自己 を失 っ

て対 象そ のものにな りき り,新 しい世界 が実現 され た ように,こ の意味で

は,キ イ ツはシ ェー クスピアにつ ぐ天才で あ った。 キイツ とシ ェー クスピ

ア との出遇いは,シ ェー クス ピアのHolinshedやPlutarchと の 出遇 い

とは,ま た比較 にな らない重要 さをもつ。 シ ェ・一クス ピアは ホ リンシエ ッ

ドの 『年代記』Chronicleや プル タル クの 『伝 記』Biographyを 読 まなか
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キイツとシェークスピア

った として も,彼 はまた別 のソースか ら,同 じようなMacbethやKing

Learを 書 きあげ る ことがで きたであろ う。 だが キイヅが シ ェークス ピア

の高峰をのぼ らなか った とした ら,彼 の1819年 以 降 の芸術品 を,わ れわ

れは期待 で きたで あろ うか。

今世紀 の キイヅ批評史 をふ りかえ ってみ ると,シ ェークス ピアの キイツ

に対 す る影響 を論 じた学者 ・批 評家 は多いが,な かで も 工M・Murryの

KeatsandShakespeareは,も っ とも野心的な試みであ った。彼 はあたか

もキイツを シ ェークスピアに次 ぐ天才であ ると評価 し,キ イ ツのなかに シ

ェークス ピアを発見 し,他 方では イエ スとシェー クス ピア との類似 を見,

彼 は これ ら三人 によ って自己の思想を形成 したのである。 この ようなマ リ

ーの思想的な情熱は,さ きの書 のほか にもKeatsあ るいは,そ の他 の論

著に もみ られ るので あ り,彼 の ヒューマ ニズムを ささえてい るものは,シ

ェー クス ピア とキイツであ ると云 っても過言 ではない と思 う。 それ は さて

お き,い ま こ こで詳 しくキイヅ批評史を繙 くひまはないが,C.Spurgeon

女 史 のKeats'Shakespeareの 精 緻 な実証 的研究 を別 としても,C.L.Fin-

neyに せ よ,D.Hewlettに せ よ,最 近ではGittingsか らPettet,Bate

にい た るまで キイツを論 じてシェークスピアに触れない ものはなか った。

シ ェー クス ピアの キイツに対 す る影響をみ ると,二 つのepochが あ る

ように思 う。ひ とつは1817年4月 のWight島 滞 在時 におけ る集 中的なシ

ェー クス ピアへ の傾倒 と,も うひ とつは1818年 の正 月 に書 い たSonnet

onseeingLowntoYeadKingLeaYonceagainで あ る。 であ るか らこ

れ らを三 期に大別 して,1816年 か らは じまる 処女詩集 の時代 を 第一期 と

し,1817年 の ワイ ト島では じまるrエ ンデ ィ ミオ ン』の 時代 を 第 二期,

そ して最後 に1818年 正 月以降 を三期 とす るこ とがで きる。'

キ.イツは1817年3月 上旬,r処 女 詩 集』(Poems)を 上 梓 した。 そ して こ

の詩集の公刊後,彼 は次 の大作,『 エソデ ィミオン』 を書 きあげ るため に,
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ひ と りワイ ト島に渡 ったのであ る。 この最初の詩集は,む ろん この詩人の

出発 をかざ るにふ さわ しい芸術作品ではあ り,そ れに対す る評価 も割合に

妥 当性1)を も った ものでは あったが,詩 人 自身に してみれば,こ れは単に

詩 人 としての鉱脈 を堀 りあてたにす ぎず,さ らに想像力の試練2)と して,

ギ リシ ャ神話をテ ーマに した長詩 に とりかか ったのであ った。

1817年4月14日,ま ず キイヅはSouthamptonに む け て出発 し,そ こ

か ら船 で ワイ ト島のCarisbrookeに 到 着 した。 この ワイ ト島で の一 ケ月

は,も とよ り長詩 『エ ンデ ィミオ ン』の創作のために態 々 この島 を訪れた

のであ ったが,そ の筆は少 しも進 まず,結 局 シェークスピアへの再認識 と

い うよ りは,お どろ くべ き傾倒 を見 出す ことに,わ れわれは意義 を見出す

のであ る。

キ イツには直情的 の性 向もあ った。詩人 としてならば,多 かれ少なかれ

誰に も見出 し うる ところの,一 種の偏執 狂的 とで も名付け るよ うな集中性

があ る。 この よ うに して キイツの心を捉 えた人物は二人あ る。 ひ と りがシ

ェークス ピアで あ り,も ひ とりはF・Brawneで あ る。鋒 の女性の問題 は

ここで 触れ る ことはで きないが,1817年 の4月 か ら5月 にかけての 期間

は,ま った く詩人 の関心は シ ェークスピア以外には,な に もなか ったので

はないか と思 えるほど,こ の天才の芸術 に魅せ られてい る。た またま カ リ

スブル ックの宿でみた,シ ェークスピアの 肖像画が大変気に入 って・それ

を自分 の机 の うえに借 りて くる。彼は ここに数冊 の書 物を もって きたが,

1).Poeynsに 対 す るTheMonthlyMagazine(Aprillst,1817)の 批 評 は つ ぎの よ

うに の べ て い る。

it(Poems)welldeservesthenoticeithasattracted,bythesweetness

andbeautyofthecompositions.

こ の他 に もRenoldsが 筆 を と った と推 定 さ れ る 丁加C加 〃ψゴoη,E.Mathew

が 書 い た と考 え られ るTheEuropeanMagazineカ ミ1817年5月 にPoemsの

批 評 を のせ た が,新 しい詩 人 の登 場 を好 意 的 に紹 介 し てい る。

2)1817年10月8日B.Bailey宛 書翰 。
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キイツとシェークスピア ・

その一冊 に1623年 のFirstFolioの,1808年 版 「シ ェ7ク スピア集」3)の

reprintが あ った。

さて ワイ ト島 カ リスブル ックか らの最初 の書翰 は,友 人JohnH.Rey-

noldsに あ てた ものであ るが,キ イツは このなかにOntheS'eaと 題 す る

ソネ ッ トを書 きそ えてい る。

It.keepseternalwhisperingsaround

Desolateshores;andwithitsmightyswell

GlutstwicetenthousandCaverns;tillthespell

OfHecateleavesthemtheirold.shadowysound

(ll.,1～4)

海は荒寥たる岸辺に 永久に囁いている

巨大な波のうね りが幾万の洞穴を満たし,

ヘ カテ ィ魔女の呪文は,古 い昔ながらのC

ほめ暗い響きをそこにとどめている。

では じま るこの ソネ ヅ トの主調 とい うか,海 の イメージは,詩 入 自身がい

ってい るよ うに,rリ ア王』 の第4幕 第4場,「 聞 けよあの海の波音が聞え

るか」の,Edgarの 文 句 を意識 した ものであ った。

ワイ ト島 カ リスル ブ ヅクに宿は とったが, ,カ リスブィレックその ものは余

り気に入 らなか った らしい。有名な カ リスブル ック城の廃墟 には9.さ す が

気に入 った らしいが,こ の廃墟 をのぞ けば大 した ものは ない。1819年 こ

こを再び 訪れ てい るけれ ども,1817年 の 最初の この地の印象はたの しい

ものではなか った と告白 してい る。 だが この カ リス ブル ックか ら少 し離れ

3)現 在 こ の書 物 はHampsteadのKeatsHouseに 保 存 し てあ るが,1817年 と

書 い て,`toF.B.1820'と あ る と ころ か ら,こ の 書 物 は キ イ ツが イ タ リアに 旅

立 つ と き,フ ァ ン ニー ・ブmン に あ た え た と考 え られ る。 な お,こ の 本 に は

「リア王 を よん で 」 と 「ミル トンの 髪 の 毛 を み て 」 の ふ た つ の ソ ネ ッ トが 書 き

こ まれ て あ る。

KeatsHouseに は も うひ とつ シ ェー ク ス ピア 全 隼 が あ る。 全 巻8冊 本 で,

これ は1819年Renoldsが 詩 人 に プ レゼ ン トした もの で あ る。 これ に はBright

Starの ソ ネ ッ トが 書 きそ え て あ る。 この 本 の シ ェー ク ス ピ ア集 は,ロ ー マ ま で

も って い た ら し く,の ち に 同 行 の 友 人Severnに これ を1与え て い る。
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たところ,島 の東南部にあるShanklinに 足を運んで;詩 人はここの風光

に魅せ られてしまう。シャンク リンはとても美 しいところだと云 って,ゆ

るやかな斜傾のある森 と牧場 と,せ まい溪谷 なかんず く海 と断崖ユ
ButtheSea,Jack4>,theSea-thelittlewaterfall‐thenthewhitecliff

とそ の ときの興奮 のさまを,友 人 に書 き送 った のであ った。彼 はシ ェー"

ス ピアの響 きのき こえる海 のある,シ ャンク リンに滞在 したか った のであ

る。 だが シ ャンク リンの物価は,カ リスブル ックの二倍はかか る。文 なし

の青年に とっては,風 景 を我 慢 して,安 宿で想 をね るしか ない。

キイツは初期 には と くに女性的 とも云い うる感覚 の持主で あった。彼 の

イメージには,繊 細で陰影に富んだ ものが多 く・パ ノラマ的・動的であ る

と云 うよ りは,静 的な ところにその特質が指摘5)さ れ るの で あ る。 彼 の

『処 女詩 集』をながれてい るもの もこれであ る。 だが この 「海 に寄す る」

の ソネ ッ トには,彼 の 『処女詩 集』 にみ られ るような,ロ マ ンスの夢 をみ

ていた空想 的の,女 性 的な イメージか らは,は っき りと切 り離 されなけれ

ばな らない ものが表象 され てい る。

rた しか に詩 人は新 しい世界 を発見 したのであ る
。 この ソネッ トは 『リア

王』 との類似性 よりは,む しろキ イヅの新 しい詩 の世界 の暗示性 に,わ れ

われ は注 意をは らわねばな らない。 この詩 人の初期 の詩 の イメージを調べ

てみ る と,「 フローラ」や 「妖情」や 「牧神」や,E.Spenserま が い の

「中世 の騎士」であ り,「 貴婦人」 であ り,自 然 について云 うな らば,山 川

草花は,む しろ田園的で あ り,牧 歌的 であ った。む ろん こうした 自然 も,

後 の作品 にも受 け継がれ てゆ くが,こ の ワイ ト島滞在 中シ ャ:/ク リツ で発

4)1817年4月17日J.Renolds宛 書 翰 。

こ こ でJackと 親 し く よん で い るの は,む ろんJohnRenoldsの こ とで あ る。

5}Fogle:TheIn2ageryofKeatsandShe!ley(1949)

筆 者 もKeaksのimageryに つ い て,本 学 紀 要(2,3,5号 う 早 大 学 術 研 究

(5号)に おい て論 じた 。
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キイツとシェークスピア

見 した ような 「海」 は,こ れ よ りも以前 には彼 の どの ような作 品にも見 ら

れなか ったのであ る。

た しかに キイツの 「海」の発見は,新 しい ものにちがいな く,そ れはそ.

の ままシェークスピアめ発見で も南った。 この事実は,.後 年 詩人が スコ ッ

トラン1ドのBenNevis6)に 登 り,「 奇岩 の山」、を発見 し,そ れ がDanteの

『神曲』(DivinaCornmedia)と 二 重 うつ しに なってい る点 と,象 徴的な意

味 を同 じくす るもので ある と思 う。 ともあれ,彼 の想像力は 「海」に触れ

て,い ままで にな く広 く飛翔す るのである。 しか もその海は,た だ ドーバ

=の 洞穴 をあら う海ではな く,そ れ はマ リ声の ことばを借 りれば,「 リア

の全旬が キイヅの心 の中にある逐語的 な …一 を動か して い る」7)と い った

風景 である。 あ きらかに この1817年 の シ ャンク リ㌔ソの海は,ド ーバ ーの/'

海 と,『 リア王』の海 との二 重の響 き.二 重の映影 とぶ 重 なっているので

ある。 そ して田園的叙情 の詩入渉悲劇的 な荘重 ざにだ とうべ き,叙 事的 な

イメージへ の,開 眼 であ った として も,決 して過言 には なるまい。1∫

1817年4月 か ら5月 にかけての この詩 人の 書翰 をみ ると,(4月 一23

は奇 しくもシ ェー クス ピアの 誕 生 日にあたρてい るが,)ど の1/ly"iにも シ

払一 クス ピアへ の言及 にみちている。 その作品 も 『リア 王』 か らTem-

pest,Hamlet,:Cynbelin,RomeoandJuliet;HenryVIII,掘 げ4Sπ嬲駕8グ

Night'sDream,Love'sLabou〆SLost,AntonioandCleopatraで い る。

弟 のGeorgeとThomasに も,r真 夏 の夜 の夢』 とrあ ら し』を読 ませ
厂

た りしてい る。 これ らをも って しても,こ の詩人が どれだ け偏執狂的 にシ

ェー クスピアに とりつかれ ていたかが推測で きよ う。 とにか くこの ワイ ト

島での滞在 は,シ ・ヤンカ リンの海 とシ ェークス ピア とが,不 滅の映像 を詩

6)KeatsのScotland旅 行 は,五 πの 〃z知%執 筆 の だ あ の7イ ト島 と同 じ よ うに,

Hyperion成 立 に は象 徴 的 な意 味 を も っ てい る と考 え る。

7)J.M.Murry:KeatsandShakespeare.(1951).
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人 の心 にお としたので あったが,し か しこのよ うな驚嘆すべ き熱心な シ手

一クスピアへの傾倒に もかかわ らず ,ベ イツ8)教 授 の指摘 をまつ まで もな

く,『 エ ンデ ィミオ』 の創作 の助 けにはな らなか った のである。

ワイ ト島では 『エ ンデ ィ ミオ ン』
、の筆 は,結 局 ほ とん ど進 まなか っなの

で あ るが,し か し筆 は進み 出す と意外 に偉やか った。 ワイ ト島か らか え る

と,Margateに 行 き,一 日に8時 間読書 と創作に費 や し,そ れか らCan-

terburyに 行 き,秋 にはOxfordに 滞 在 し,こ の間シ ェークス ピァの生

地,Stratford-upon-Avonを 訪 ねた りしてい るが,11月28目,4000行 の

長詩 は完成 した ので ある。道 の期聞守護神 シ ェーグス ドアが詩人 の詩魂 を

コ

導 いてい ったのは云 うまでもない。 だか ら 『エ ンデ ィ ミオ ン』執筆 中のキ
ズ

イツの生活 は,表 面 的にみて も,内 面 的にみて も,割 合和 かな期 間であ っ

た。経済 的にも両親 の遺産が まだ残 っていて,豊 か とは云えないまで も日

常 さほ ど苦 しい ものではなか った し,、筆 も割合 と進 んでいた し,女 性関係

で も 「ナ ゾの女性」9)IsabellaJones夫 人 だけで,ま じてや 「あなた な し

で幃ご 日も生 き られ ない」1°)とい うζ うな告 白は,フ ァンテー ・プ ロ7ン

に ではな く,シ ェー クス ピアに対 してで南2た のだ。 そ して この ような平 .

静 な生活 に,さ きにふれた よ うにマ つの内面 の転榔 ミあ った のである。 そ

の エポ ックを ソネ ッ ト 「再 び座 して リア王 を読む」が つ くっ
、た のである。,

AdieuIfor,onceagain,thefiercedispute

Betwixtdamnationandimpassion'dclay

Must.Iburnthrough;一.once.morehumblyassay

ThebitterIsweetofthisShakespeareanfruit:

(11.,5～8)

8)W.J.Bate:JohnKeats(1963)

9)MrsIsabellaJonesを キ イ ヅは 手 紙 の な か でenigmaだ と云 っ てい る。 こ の

女 性 に関 す る研 究 はR.GittingsのJohnKeats:TheLivingYear(1954)に

よ っ て 明 らか に され た が,そ れ に よ る と1817年 の6月 の 初 旬Hastingsを 訪 れ

た とき に 出会 った と し てい る。

ユ0)F.Brawneに あ て た 手 紙。
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キ イ ツ と シ ェー クス ピア

さよなら!も 一度,地 獄の苦しみと燃翆る:

土 くれの身との争闘を,燃 えつきるまでやらねばならないからだ。

も一度謙虚にシェークスピアのこのにがい甘味を

味わねばならないからだ。'}

1818年1月23日 の 弟 たちにあてられた書翰に 書 きこまれた この ソネ ヅ

トは,つ いにシ ェーク スピアへの理解が,キ イヅの血肉 となった ことを示

す もので ある。 ちなみ に この1月23日 に,ギ イツは 四通の手紙 を 書い て

いる。前 記の弟へのほか に,友 人B.RHaydonに は,rエ ソデ ィオ ン』

の次作Hyperionに と りかか った こと,友 人JohnTaylorに はrエ ンデ

身ミオ ン』の挿絵 のこ と,友 人B.Baileyに はJ.Miltonの ほ ん ものの

毛髪をみ て感動 した詩 を手紙 によせ て書 きお くってい る。

.と もあれ この 日弟た ちに送 った,ソ ネ ッ トにみ える詩 人 のこころは,真

に叙事詩的 な性格 にふ み込んだ とい うこ とを明 らかに物 語 るもので ある。

彼は同 じ 日,友 人ヘ イ ドンにあてて,『 ハ イペ リオ ン』 とい う次作 の 叙事

詩 を書 くと述べ ている ように,前 作 において果 し得なか った試み を,こ の

詩人はShelleyと の約束 のも とに,こ ころみたの であ った。そ して 『リア

王』 の悲劇 のテ ーマ とも云 うべ き,「 地獄 の苦 しみ」 を噛 んで,同 じ主題

の もとに 『ハ イペ リオ ン』 を置いたのであ る。、この詩 の主神Saternは,

む ろんMiltonや ダ ンテの影 響 も否定 できないが。主題 と し て は 『リア

王』を想起せ ざるを得 ない。没落神 の主神 セイタr-'/の 独 白には,リ ア玉

の嵐の場面 のそれが聞 えて くる。 、'・

、この1月23日 の書 翰の少 しまえ,す なわち1817年12月21日 に,キ イ

ツは弟 のジ ョージ と トムに, ,当時 名優 とその名 を.う た わ れ た,Edmund.

Keanが 演 じた 『リチ ャー ド三世 』を観劇 して,そ れが非常 に面 白か った

こと,さ らに 『リア王 』 こそは最高の芸術 である どいい,最 後 にシ ェーグ

スピアの天 才の性質について次のよ うに論 じてい る。1.
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いくつかのことが僕の心のなかにつなが り合 ってとつぜん思いついたこ

とは,特 に文学において功なしとげた人間を構成する特質,シ ェークスピ

アがすばらしく多量にもっていた特質で,僕 はそれ 受容 能 力(Negative

capability)11)と します。それは人間が事実や理性をいうだた しく追 求 し

ないで,不 安 と神秘 と懐疑のなかにいられる能力をさします。

詩人 に とって重大な ものはCaosで あ ろ う。 そのケ イオスに秩序をあた

え るため に,血 み どろの争 闘があるのだ。混沌 か ら生 まれ る 新 しい 世 界

は,そ の ケイオ スが深けれ ばふかいだけ,そ こに詩人 がおのれ をむな しく

して身を沈め るだけ,輝 か しい栄光 の リア リテ ィを放 つ。混沌 に身をおい

てい る状態 を,キ イツは受容 能力 と呼んだのである。 まさにシ ェークス ピ

ァ こそ,か か る名にふさわ しい天才 の典型で あった。 キイツが シ ェークス

ピアのなかに見出 した この 「能 力」 は決 して静的 にとらえるべ きでは ない

のであ って,内 部におい て対 象は 自己の血肉をつ き破 り,沸 騰 し,し か る

後 に冷却 し,静 ま りかえ るの を,忍 耐ず よくまつ ことであ る。

われ われ は ここで,も 一 つ この詩 人の必情 に,興 味ぶかい変 化のあ るこ

とを読み とらねば ならない。 キイヅは再 びシ ェークス ピアへ の深 い傾倒が

は じまる と,い ささかキ イツ的な誇張 の多い表 現では あ った と思 うが,か

ってこの世 の三つの愉快 なもの として12),Wordsworthのr逍 遙 遊』(翫 一

cursion)と,ヘ イ ドンの絵画,Hazlittの 趣 味 のふか さ と,第 一 にあげた

ことのあ るワーズワス観 に,大 きな変化が生 じた こ とであ る。 すなわち彼

は 自分 は もうワーズ ワスは必要がない と語 り,む しろ意識的に ワーズ ワス

か ら逃 亡 しようとするで あるo・

11)NegativeCapabilityは い ま ま でわ が 国 で 「否 定 的 能 力 」 と 訳 され て きた が,

む しろ 「受 容 能 力」 と で も訳 す べ きで は な い だ ろ うか。

12)1818年1月10日Haydon宛 書 翰。 こ の 年 の2月3日 のRenolds宛 書 翰 に

Wordsworth放 棄 の 決 意 がみ え る。
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キイツとシェークスピア

,ギ イツの初期 の詩 ほ,_;1ザ 朝 の詩人たち の弛にk,も っ とも多 くのも

の を ワーズ ワスか ら得 ていた事実ぽ瞬 ら淤であ る淤r.そ れ ぶ 『エ ンデ ィミ,

オ ン』 を境 として.ワ 鳧ズ ワス的な 屯のはrギ イツ本 来の稟質のなかにつ

つ 裟れて しま噸》た と見 るの解妥 当ではあるまいか。 だぶシ ェーク ス ピアへ

の再認識が,と ④もなお さず ワーズ ワス放棄へ とつながる ことは,明 白な

事実で あ った。

キイツは ワーズ ワスに実際会 うてい る渉,こ の時に も彼は この先輩の哲

学詩人にい ささか,幻 滅 と感 じているの も興味があ るが,彼 が ワーズワス

を不満 とした13),も っ とも大 きな理由は,と りもなお さず この詩 人が,自

然のなかに調和 を求 める,観 念的な姿勢をそのまま受け入れ るこ とがで き

なか ったのであ る。む ろん キイッの 受容能 力 といわれ る ものも,ワ ーズ ワ

スのU・わゆ る"Wise.passiveness"1ご 教示 を受けたのであるが,し か しこ

の両者 に も本 質的には距た りがある ように思 う。 その距 た りはシ ェーク ス

ピア とワー ズワス14)の それ だ と云えぱ足 りるであろ う。 も とも とキイヅ と

ワーズ ワスの間には,共 通す る資質があ って,キ イツが同 じよ うな 自然詩

を書 いてい るうちは問題 にな らなか ったが,"キ イ ツが も一 つ別 の世界 に烝

躍 しよ うとす るときに,ど うしてもワーズ ワス放棄が 必要 とな ったのであ

る。 キイツは対象 を観念 化,概 念化す る能力 に欠 けてい た とい うよ りも,

意識的 に概 念化を拒 否する。 ここに云 う対象 とは,主 として自然 であるけ

れ ども,キ イヅの対象 を とらえよ うとす る感性 は,概 念化 をお こなお うと

す る理fよ りも,は るかに強 烈なのである。

英国 における自然思想 は,ル ネサンス以降 のもので あるが,ワ ーズ ワス

の汎神論的 な自然観 は,彼 独 自の哲学 にもとず くもので あ り,ル ネサ ンス

13)WordsworthはE履y砺o%を 厂異 教 主 義 の作 品ユ とき め つ け てい る し,こ の

よ うな 点 に も こ の両 者 の距 た りは うか が うこ とが 出来 る。

14>J.M。MurryはKeatsの なか で ワー ズ ワ スは 性 格 的 に,シ ェー ク ス ピア,キ

イ ツの い ず れ と も似 てい ない と し でい る。
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来のそれとは多少異にするところのものである。本来ルネサソス人の自然

は,神 と自然 との融合ではなくて,逆 にその分離に意義があ る ので あ っ

て,自 然を神の手か ら人間のものにしたのであるが,自 然にはそれ自身矛

盾が内在していたのである6自 然のなかの対立物やあるいは人間 と自然と

の対立は,ル ネサンス時代のものである。キイツの考えもだいたいこのル

ネサンスのそれ と変えるところがない。

しか しなが らキイヅは,後 年彼のもつとも成熟した詩のひとつに数えら

れるToAutumnに おいて,L・

WherearethesongsofSpring?Ay,wherearethey?

Thinknotofthem,thoubast-thy-musictoo,‐

、(St・ ・III・11・・1～2),

春 の 歌 こ え は どこ え行 った の,あ あ ど こ え。

も うそ の こ とは考 え る な,お ま え に もま た お ま えの 音 楽 が あ る。

これ は ワーズ ワスの 自然詩 の底 にながれ る思想 とは別 のもので ある。つ

サ りこの詩人 は,い ま秋 の風景 をそのまま受 け入れ よ うとしてい るにす ぎ

ないが,こ の状態 にた どりつ くまでの プ ロセスを考え てみ る必要が ある。

ワーズ ワスは む しろそのプ ロセスを抜 きに して,、この状態 に形而上学 をも

ちだ して くるのではないだ ろ うか。だが キイツには,そ のまえ にぶつか り

合 う対立物が あ って,そ れ らを充分 に燃焼 させねば ならない。彼が 『リア

王』 のなか に見 出 した 「あらゆ る不快な ものを蒸発 させ る」15)よ うな,美

と真 とが密着 した熱度 のある芸術性 を,キ イツは これ らの行問 に定着 させ

てい る。 ともあれ キイツは ワーズ ワスを放棄 したのは明白であ って,「 秋

に寄せ る」 をふ くむr1820年 詩 集』では,全 くシェークスピァ的 な 客観

的な姿 勢で,い くつかの珠 玉の世界(そ れは もう充分 キ イツ自身の詩 の世

界 と云 ってよい のだが)を 構 築 してい っためであ る。

15)1817年12月21日Thomas&(ミeorgeKeats宛 書翰。
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キイツとシェークスピア

は じめに指摘 した ように,キ イツが シ ェー クス ピァに接 した 三 期 の う

ち・彼の 『処女詩集』の時期は・1815年 甲力≧顔斗級7年 春まで塗さすので ,

あ るが,こ の期のシ ェー クスピアへの接近はいわば無意識 とで も云 って よ

いであ ろう。 多 くの学者 たち16)の 指 摘す るとお り,シ ェー クスピアのみな

らず,Chaucerに は じま り,ス ペ ンサ ー,ミ ル トン,Beaumont,Fletcher,

さ らにChatterton,Drayton,Marlow,Fairfaxな どの叙 情詩人たちの

影 響のあ とも歴然 としてい る。

読書 はつねに新 しい発見を加 えてゆ くものぞあ り,こ れ らの読書 を通 し

て キイツは新 しい経 験を積み重ね てい った。 キイツは 『処女詩集』におい

て,あ たか もEliotが 詩 人 としての出発にあた り,そ のessayに おい で,～

Augustan詩 の 再評価 をこころみ なが ら,新 しい時代の詩の効用 をといで

い ったの と同 じように,キ イツはblankverseで,エ リザ朝時代 の 詩 の ・

再評価 を うたいあげ,ル ネザ ンスの光がふたたび英国の精神 を照 らし出す

ことを希望 したのであ る。 ・ 、

Did-ouroldlamentingThames

Delightyou?Didyenever:clusterround

DeliciousAvon,withamournful:sound,

Andweep?Ordidyewhollybidadieu

Toregionswherenomorethelaurelgrew?

～

Now'tisafairerseason;yehavebreathed

Richbenedictionso'erus;yehavewreathed

Fresh .garlands:forsweetmusichasbeenheard

Inmanyplaces;

(Sleep&Poetry11.,212--224)

私 た ち の 昔 か ら ぬ 悲 し げ な テ ー ム ズ 河 が

あ な た た ち を 悦 ぱ せ た で し ょ う か 。/

た え な る エ イ ボ ン 河 の ほ と り を,

16)Fimley:TheEvolutionof.KeatsPoetryが も っ と も精緻 で あ ろ う。
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悲 しみに沈み涙に漏れて,

さまよいあるかなかったでしょうか。

いまは かってない晴朗な季節です。 ㌃}

あなたたちは,ゆ たかな祝福をさずけて

、 くれたのです,新 しい歓喜の花環を,頭 上に .

飾 ってくれました。美しい音楽があちらこちらゑら聞こえてきます。

r蠍 髞 』のなかでの長詩 「;;と 諭!ま 澗 知のように詩人として

の自覚とエ リザ朝詩人たちへの讃歌をテーマにしたものであるが,エ リザ

朝 の卑 輩詩人たちの讃歌 と模 倣を傘 さねなが ら,こ こに もシ ェークス ピ7

塗 見出す ことはさ して難 くない。.。.、,

体 じ め に こ の 詩 の も一 つ の テ ー マ で あ る 睡 眠 の 愉 悦 が の べ られ る が,ま

ず 第 一行 目 の

ドWhatismoregentlea・ -windinsummer?・

夏 の風 よ りもや さ しい もの は何 で し ょうa

にさえ,わ れわれ の連想は シェークスピアの,「 お まえ をあの夏の 日にた

とえよ うか」では じまるソネ ヅ トにつなぶ って しま う。 すなわち この詩 の

プロローグ・23行 の うちに 「ゴオデ リアρ麗わ しい顔 」だ とか 「わた しは

何 にそれ を くらべ ようか」 とか,シ ェークスピアを想起 させずにはおかな

い よ うな個所 に出会わすのであ る。 む ろん この ような個所 は,シ ェークス

ピアの影響としても,彼 の後めそれに比較すれば,左 程に重要ではないか

も知れないが。

われわれは所詮一つの時代を生きることしか出来ないρであるが,,同 時

に時代を超越 して真に生 きるとは何かを,つ ねに自らに問 うてゆかねばな

らない。キイツのように発展 して止まなV泊 己は,彼 ゐ生きた時代のみで

なく,彼 の理想 としたシェークスピアの時代;さ らにその時代を通してギ

ー 嚼8_



キイツとシェークスピア

リシアへ と拡 が って行 く。彼 のシ ェークス ピア とそ の時代 に 関 す る関 心

は,む しろ後 の同時代 に対す るよ りもジ遙 かに強い ものであったか も知れ

ない。 この美 と真 め探求者 は,彼 の同時代 に密着す るよ りは,む じろ歴史

の流れ をさかのぼる ことによりて,彼 の詩入 としての歴史的役割 をはたそ

うとしたのにちが いない。 であるから彼は 冫 エ リーやバ イロンのよ うに,

政 治 的であ った り,時 代の諷刺家で も予言者で もなか った。またColeridge

や ワーズ ワスのよ うに,同 時代 の民衆 のこ とば と,親 しい コン ミュニケ ィ

シ ョンをも有た なかった。 この美 と真 の熱烈 な求道者の,孤 独な世界にひ

ち けて くるもρは,あ のエ リザ朝 の詩 と音楽で あ り,ギ リシ ャの晴朗 な世

界 であった。

最後 にわれわれはr1820年 詩 集』 の,い くつかのオー ドと物語詩 の 影

にか くれ てい る二,三 の詩篇 を想起 したい。す なわ ちそれ ら はLineson

theMcYrnaidTavernとRobinHoodとBoardsofPassionandof

Mirthで あ る。

Thusyeliveonhigh,andthen

Ontheearthyeliveagain;

Andthesoulsyeleftbehindyou ト
Teachus,here,thewaytofindyou,

Whereyourothersoulsarejoying.

Neverslumber'd,nevercloying.'・ ブ

(ll.,23～28)

この よ うに,あ な た た ち は,天 上 に住 ま い,

ま た この地 上 に も,再 び生 き る の だ。

そ して あ な た た ち が,後 に残 した魂 は

この世 の者 に あ な た た ち を発 見 す る道 を

教 え て くれ る。 あ な た た ち の魂 が眠 る こ とな く,

ま た 飽 き る こ とも な く,よ ろ こび に満 ち る処 を。

ノ

に見られるように,そ れ らにはエ リザ朝に対する讃歌がきか れ るので あ

る。 この讃歌はキイツの短かい詩人 としての全生涯をつらぬくもめであっ

..



たと思う。この詩人にとって,産 業革命や時代の流れととも失われてゆ く

古き時代への郷愁を全然否定することはできないが,彼 は現代に,す なわ

ち彼の生きだ時代に背をむけたわけではない。エ リザ朝の文芸の高峰が彼

のまえに存在 し,そ の高峰の頂上にシェークスピアがいたのであ り,キ イ

ツはその同じ峰をのぼろうとし,か つまた同じ頂上に立って,英 国の文芸

の未来への道を探求 したのであった.

C

∩

一90


